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明治期工芸図案に見る東西交流の一形態
―美術刺繍図案を例に―
松　原　　　史
East West Exchange as Seen in Meiji Period Industrial Art 
Design: Form and Art Embroidery Design
MATSUBARA Fumi
 Japanese embroidery was widely exported from the Meiji 
through the Taishō periods. It was displayed in the World 
Exposition, and also functioned as a gift of “Japanese Art” in 
diplomacy. This paper pursues an understanding of the form of East 
West exchange through the “icon” of “design” in the various 
resource materials preserved by the Takashimaya Department 
Store, an important producer of embroidery and those pieces that 
still exist. While the indicated “painting of designs” (according to 
Japanese painting traditions) trend widely seen in Meiji-period 
industry is also seen with embroidery, it also reﬂ ects the tendency 
for the absorbtion of Western design, and a preference for the West. 
The results of East West exchange can be seen in the direct and 
indirect inﬂ uences in the “icons” of “design”.
　はじめに
　明治期の輸出刺繍に関して
第一章　国内現存作品に見る日本画的図案傾向
第二章　『明治年間刺繍参考畫集』に見る西洋図案の摂取傾向
第三章　フランス商人注文製作品図案に見る西洋嗜好の摂取傾向
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はじめに
　染織の一分野とされる近代の刺繍工芸は、陶磁、漆芸、金工など他工芸
分野に比べ、ほとんど研究されることのなかった分野である。しかし、明
治期刺繍作品の国内外博覧会における受賞履歴 1）、近代美術のパトロンであ
った皇室の買い上げや注文がしばしば行われ、外交の場で贈答品として用
いられていたという事実からは、歴史に残すに値する美術品であった実態
が浮かび上がる。一方、当時の貿易統計からは、刺繍が盛んに輸出されて
いたことが読み取れる。京都だけで一時期年間100万円2）に迫る貿易輸出高
を誇っており、刺繍工芸品が、外貨獲得を担う産業品としても重要な地位
を占めていたことが窺える。
　万国博覧会への出品作品、外国への贈答品、そして輸出用の工芸品とい
うように、明治期の刺繍工芸品は、西洋での使用を念頭に置いて製作され
たものがほとんどであった。西洋を意識して作られた作品を異文化認識、
文化交渉学的視点から分析することで、近代日本と西洋がどのように互い
を認識していたのか、新しい知見が得られるのではないかと考えている。
　従来、染織を担っていた作り手の手元に残る資料は、デザインリソース
と考えられており、近代染織の研究がとりたてて盛んではなかったことと
相まって公開されることはほとんどなかった。しかし、2005年度に開催さ
れた千總の「京の優雅―屏風と小袖」展に続き2010年度には「髙島屋百華」
展が開催され、また2009年には京都女子大の廣田孝氏による『髙島屋「貿
易部」美術染織作品の記録写真集』が刊行されるなど近年公開の方向に変
 1） 1873年（明治 6年）のウィーン万国博覧会から刺繍工芸品の出品が確認され、1878
年（明治11年）パリ万国博覧会以降、1910年（明治43年）日英博覧会までの主要な
海外博覧会において何らかの褒章を受賞している。その後大正期の装飾博覧会等に
おいても出品および受賞が確認できる。
 2） 『明治以降京都貿易史』の貿易統計より。一概には換算できないが、米価などに鑑み
て現在の価値に換算すると数十億から数百億円に達する貿易高であったと考えられ
る。
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化してきている3）。作り手の手元に残る膨大な資料がすべて整理公開された
訳ではないが、近代刺繍に関して具体的なイメージを伴った情報が公開さ
れ出したことは特筆すべきことである。
　ここでは、近年公開の進む作り手側に残された資料の中から、特に作品
の図案に着目する。作品図案を考察し、博覧会の報告書や企業の社史とい
ういわば公的な資料には現れない製作の実態を明らかにすることで、従来
とは違った視点から東西の文化交渉に関して指摘できると考えるからであ
る。
　本稿では、現在までに所在が判明している刺繍作品の他、髙島屋史料館
に保存されている、『明治年間刺繍参考畫集』および髙島屋貿易部旧蔵の製
品写真5958枚 4）、写真集中に貼り込まれている下絵を適宜参照考察し、刺繍
工芸図案に見る東西交流の一形態を明らかにすることを目指す。
明治の刺繍に関して
　本論に入る前に、明治期の刺繍工芸に関して簡単に触れておきたい。
刺繍は、仏教伝来とともに大陸より日本に伝わった。以来、繍仏、服飾装
飾と用途を変えながらも時の権力者の側近くで重用されてきた技術である。
江戸時代には、着物装飾という大名仕事や寺社を彩る様々な道具をあつら
える寺社仕事が途切れることがなかった。主要な城下町にはそれぞれの藩
の仕事を受け持つ刺繍職人集団がいたと思われるが、生産の中心地は一貫
して京都であった。
　しかし、明治維新により状況は一変した。大名仕事や寺社仕事は激減し、
その代わりとなる仕事の開拓が急務となったのである。そうした状況下で、
 3） 友禅の染元である千總と、現在は百貨店業を営む髙島屋は、明治期にはそれぞれ西
村總左衛門、飯田新七の名で日本の刺繍工芸品製作を一手に担っていた業者であっ
た。
 4） 廣田孝「明治末大正初期の輸出用キモノに関する一考察―髙島屋資料を中心に―」
『服飾美学』第四十二号抜粋および『髙島屋「貿易部」美術染織作品の記録写真集』
より。
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新規販路を求めて試行錯誤するうち、刺繍工芸は次第に海外に販路を求め
てゆくこととなった。
　政府の殖産興業政策も、その動きを後押しした。明治政府にとって重要
な外交課題に、幕末に結ばれた不平等条約の改正があり、そのため西洋に
対抗できる産業の育成は急務と考えられていた。政府は、幕末から西洋人
に人気の高かった美術工芸品を外貨獲得のための重要産業品として位置づ
け、様々な輸出振興策を打ち出した。具体的な政策として、作品の海外見
本市的性格を持つ万国博覧会への参加推奨及び出品作品製作助成金の交付
の他、内国勧業博覧会での製品改良の指導、政府主導で作成された『温知
図録』5）による図案改良の指示などが行われていた。
　明治の刺繍の大きな特徴は、こうした政策とも絡み、海外市場すなわち
西洋を強烈に意識して製作されていたところにある。明治期の刺繍作品は、
万国博覧会において美術館に飾られ、外交の場において贈答品として王家
や外交使節に贈られる「日本の美術」であったと同時に、外貨獲得のため
の、そして純粋に海外市場の需要に応えるべき産業品でもあった。西洋を
強く意識した製品改良の結果、着物装飾や繍仏という用途から離れた、純
粋な鑑賞用の作品が多く生み出されていった。また、刺繍による装飾が施
された屏風や衝立、窓掛、壁掛といった室内装飾品が製作されるようにな
ったのも、海外市場を見据えてのことであった。
　美術品として鑑賞に耐えることが求められ、また室内装飾品に用いられ
るようになった刺繍の図案製作には、一流の画家が参画し、絵画的構図を
持った作品が生み出されるようになった。この図案の絵画化とそれに伴う
技巧を凝らした作品の製作という現象は、明治期の工芸全般に共通して見
 5） 「『温知図録』とは、明治 8年から14年頃にかけて博覧会事務局（内務省管轄）およ
び製品画図掛（内務省、大蔵省、農商務省と管轄が移動）の官員が編纂した図録で、
当時の万国博覧会や、内国勧業博覧会に出品する工芸品の製作のため、あるいは貿
易拡大のために、彼らが考案して全国の工芸家に与えた図案、又は工芸家が提出し
た図案を修正した物を、当時の画家が筆写した84帖からなる図案集である。」東京国
立博物館『明治デザインの誕生―調査研究報告『温知図録』―』より。
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られる特徴である。
　以上見てきたように、輸出工芸品という位置づけ、鑑賞用、室内装飾と
いう応用形態の多様化、そして図案の絵画化といった点が明治期の刺繍の
具体的特徴として挙げられる。
第一章　国内現存作品に見る日本画的図案傾向
　明治期に製作されていた作品数に比べ、現在国内に所在が確認できる近
代刺繍作品は極めて少ない6）。また保存状態の関係等により、展覧会で公開
され人目に触れる機会のあった作品は更に限られる。現在までに展示機会
のあった作品は、明治年間の万国博覧会出品作品を皇室が買い上げた作品、
もしくは皇室への献上品が多く、その他には近年公開が進む製作元に所蔵
されていた作品と海外からの里帰り品が挙げられる。本論で全ての作品写
真および作品の詳細を掲載することはできないが、国内所蔵で現在までに
展示機会のあった主要刺繍作品は【表 1】の通りである。
　これまでに展示会で公開された万国博覧会および内国勧業博覧会への出
品作品は、田中利七「孔雀図刺繍屏風」、「菊花紋刺繍額」、「双頭鷲紋刺繍
額」、西村總左衛門「水中群禽図刺繍額」および「嵐山春秋図刺繍屏風」の
5作品に留まる（【表 1】参照）。他に、保存状態等の関係で展示機会はな
かったものの所在が確認されている作品に、東京国立博物館所蔵の椎野正
兵衛「富士山図刺繍額（琥珀地山水図刺繍額）」（シカゴ万国博覧会出品作
品）7）、京都国立博物館所蔵の西村總左衛門「楊柳観音図刺繍」（第四回内国
勧業博覧会出品作品、図案：大徳寺蔵楊柳観音図、岸竹堂模写）8）、髙島屋
 6） 管見の限り、現在のところ国内の美術館、博物館に収蔵が確認されている作品は、
約30点に留まる。
 7） 「海を渡った明治の美術―発見！1893年シカゴ・コロンブス世界博覧会」図録に参
考掲載。
 8） 「千總コレクション 京の優雅―小袖と屏風―」図録に参考掲載。
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史料館所蔵の飯田新七「鴨に梅図刺繍額」（第三回内国勧業博覧会出品作
品、図案：岸竹堂）9）がある。【表 1】で霞ヶ関離宮調度とされている飯田
新七「四季草花図刺繍屏風」は、同様の構図、屏風形態を持つ作品が1904
年（明治37年）セントルイス万国博覧会に出品されている10）。年代が前後す
るため同一作品と断定するには更なる検証を要するが、同一構図であるこ
とは写真資料から確認できたため、本論では万国博覧会出品作品図案とし
て考察対象に加える。
　上に列挙した国内外博覧会出品された 9作品の図案傾向に関して考察す
る。 9作品の画題のうち、菊花紋と双頭鷲紋は王家皇室紋である。他作品
の画題を大別すると、花鳥、風景、神仏となり、伝統的日本画の画題であ
るといえる。下絵を描いた画家の名前が特定されている作品も多く、各展
覧会および『明治デザインの誕生―調査報告「温知図録」』でも指摘され
た、工芸における「図案の絵画化」「絵画（日本画）の（図案への）応用」11）
という特徴を色濃く示しているといえる。下絵を描いた画家として名前の
あがっている岸竹堂、今尾景年、上田萬秋は、いずれも京都を中心として
明治から大正期にかけて活躍した日本画家で、花鳥画など写実的な画を得
意とした。明治期の刺繍作品の多くを製作した西村總左衛門および飯田新
七の下で多くの下絵を残すとともに、自身の作品の絵画的評価も高い画家
たちである。
　試みに数例を挙げてみよう。まず「水中群禽図刺繍額」【図 1】は日本画
家の今尾景年が下絵【図 2】を描き、1900年パリ万国博覧会に出品された
後皇室所蔵（現在は三の丸尚蔵館が管理）になった作品である。博覧会に
おいて大賞を受賞、下絵を描いた今尾景年もこの作品で協賛銀牌を受賞し
ている。現在までに、2008年および2011年に三の丸尚蔵館において展示さ
 9） 2010年度髙島屋史料館刺繍作品調査にて筆者が熟覧。
10） 廣田孝『髙島屋「貿易部」美術染織作品の記録写真集』32頁にセントルイス万博出
品作品の写真が掲載されている。同構図であり、上田萬秋原画とされている。
11） 「千總コレクション 京の優雅―小袖と屏風―」67頁
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れ、刺繍現存作品の中では比較的公開されてきた作品である。三の丸尚蔵
館所蔵の「草花図刺繍屏風」【図 3】は、髙島屋史料館に残る資料より、日
本画家上田萬秋の下絵と考えられ12）、豪華な花鳥画といった雰囲気の作品で
ある。これも同じく当初は皇室に所蔵され、比較的展示機会の多かった作
品である。双方ともに、下絵の持つ写実性と刺繍の技法による相乗効果で、
非常に写実的な繊細さが表現されている。
　国内に所蔵が確認される作品から、明治期博覧会出品作品には、日本画
家の描いた花鳥画や、日本らしい風景を図案とした写実的な画面を持つ作
品が特に好まれていたことが推察できる。これは、『明治期万国博覧会美術
12） 脚注10に同じ。
【図 3】　四季草花図刺繍屏風　飯田新七　宮内庁三の丸尚蔵館
【図 1】　 水中群禽図刺繍額　西村總左衛門
宮内庁三の丸尚蔵館
【図 2】　 芦水禽図　今尾景年
滋賀県立美術館
明治期工芸図案に見る東西交流の一形態 （松原）
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品出品目録』および『内国勧業博覧会出品目録』中の作品名から窺える刺
繍作品の図案傾向と合致するものである。また、皇室への献上品や海外か
らの里帰り品を含む現存作品全体の図案傾向も、概ね博覧会出品作の傾向
と一致する。特に極めて写実的な作品に仕上がっている点は王室および皇
室紋を繍いとった 2作品以外の全ての作品に共通している特徴である。
　明治期の刺繍作品、特に美術品としての刺繍作品図案の一傾向として、
上述したような、一流の日本画家による写実的な図案、日本画的花鳥、日
本的風景といった画題が好まれたことは間違いないだろう。
　しかし中には、日本画的花鳥画や、日本的風景という伝統的日本画の画
題に納まりきらない、ライオンなどの図案を持つ作品も見受けられる。そ
うした図案はどこから来ているのか、次章において作り手側に残る資料か
ら現在までの展覧会では指摘されてこなかった図案傾向に関して解明して
いきたい。
第二章　『明治年間刺繍参考畫集』に見る西洋図案の摂取傾向
　本章では、明治期に刺繍を製作していた高島屋（飯田新七）に残されて
いる『明治年間刺繍参考畫集』（以下『参考畫集』）と製品写真および、国
内外に残る現存作品より、西洋図案の摂取の実態に関して考察していく。
『明治年間刺繍参考畫集』
　表紙の題
だいせん
簽には、標記の題がみられるが、髙島屋の資料整理用と思われ
るラベルには、「明治・大正期刺繍参考畫集」【図 4】との文字がみとめら
れる。ポスターや絵画のポストカード、写真等の貼交帳で、A3 ほどの寸
法である。表紙の号数表記および15冊目の掲載内容より、全15冊ではなか
ったかと思われる。高島屋史料館に現存しているのは、「第参號」～「第拾
壱號」、「第十五號」の計10冊である。そのなかには、計368枚の画像が貼り
込まれている。ほとんどは 1頁に 1枚であるが 2～ 3枚が 1頁に貼り込ま
近代世界の「言説」と「意象」
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れている場合もある。いつ、どのように
して収集され、またいつ誰によって『参
考畫集』としてまとめられたかは現在の
ところ明らかではない。しかし、各号に
貼り込まれている写真に、「飯田東店蔵書　
明治」の印（図 5参照）が散見されるこ
とから、明治から大正にかけて刺繍図案
の参考資料として用いられていたものと
推測される。
　画像に散見される印とラベルは、以下
の 5種類である。①から④が捺印された
印で、⑤は添付されたラベルである。画像の約半数にこれらの印、ラベル
が添付されている。複数の印やラベルが重複して押されている場合もある。
飯田東店とは髙島屋飯田の貿易部門のことで、④を除き全ては貿易部の蔵
書印といえる。
　捺印された印から年代が特定できるものは多くはない。②の印にはもと
もと「明治」の表示があるが日付は書き込まれていない。③の印にはおそ
らく明治44年の意と思われる「44年 9 月30日」「44年10月 2 日」などの書き
込みが見らる。日付の記載は複数あるが、書き込みが確認できる③の印の
① 髙島屋飯田合
弁会社京都貿
易店図書
②飯田東店蔵書 ③ 京都髙島屋飯
田貿易店蔵書
④ 京都髙島
屋呉服店
刺繍部
⑤飯田貿易店蔵書
【図 5】　『明治年間刺繍参考畫集』中に見られる印およびラベル
【図 4】　『明治年間刺繍参考畫集』
明治期工芸図案に見る東西交流の一形態 （松原）
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年表記は何れも44年である。明治44年に収蔵されたか、もしくは一度大掛
かりな整理行われたかした可能性が指摘できる。
　③の印の種類の欄には「山水」と「ポール」という書き込みが見られる。
⑤のラベルには「動物之部」の文字が確認でき、当時このような分類がな
されていたことが窺える。「ポール」とは髙島屋が取引を行っていたフラン
スの「ポール兄弟商会」（未詳）関連のものであると考えられる。
　②の蔵書印に振られている番号は縦書き漢数字で10番台から1100番台で
ある。100番台から800番台は現存せず、現存最小数は「第十二號」、最大数
は「第一一八三號」である。③の印に書き込まれている番号は横書き数字
で700～1100番台、⑤のラベルも横書き数字で300番台と500番台である。現
存資料の中に一桁台の数字は見られない。これらが通し番号であったとす
れば、少なくとも1100枚以上の「参考畫」が貿易部には所蔵されていたこ
とになる。
　『参考畫集』中に見られる蔵書印やラベルの多くが一部欠損している。ま
た、印とラベルは画像一枚一枚に添付され、書き込まれている数字は前後
している。当初は画像一枚一枚が蔵書として保管されており、後にこのよ
うな形で貼交帳としてまとめられたものと考えられる。今日この『参考畫
集』に残る画像の半数に印やラベルが見られないのは、この貼り込み作業
の際に切り取られてしまったからではないだろうか。
　収蔵経路に関しては、年代と状況を考慮すると、髙島屋社員が洋行の折
や、万国博覧会等への参加の際に入手したものではないかと考えられる。
『参考畫集』中に画が収録されているミュシャ（Alfons Mucha）は、1900
年パリ万国博覧会において活躍しており、『髙島屋「貿易部」美術染織作品
の記録写真集』中に見られる刺繍による裸婦画の原画は1900年パリ万国博
覧会において展示されていたブーグロー（William Adolphe Bouguereau）
によるものであることが分かっている。また、別経路として、「ポール兄弟
商会」の注文販売を受けた際に画像を入手した可能性も指摘できる。京都
刺繍同業者組合編纂の『日本刺繍史』には、明治期に西村總左衛門の店に
近代世界の「言説」と「意象」
30
西洋の商人が油絵を持ち込み、その構図の刺繍画を60枚注文したとの証言
が残っている。外国人商人による図案の指示が、図案の持ち込みという形
で具体的に行われていた可能性は高いと思われる。
『明治年間刺繍参考畫集』画像傾向
　『参考畫集』には、国内外の写真や、写真と見まがうような写生画が多く
貼り込まれている。西洋の絵画のポストカードもしくは写真と思われるも
のが 8割弱を占め、日本画や日本の風景写真は 2割弱に留まる。ポストカ
ードの印字と画家のサインから、少なくとも、イギリス、フランス、ドイ
ツ、オランダから収集された画像が収録されていることが分かった。画家
が特定できる所謂「名作」は多くはないが、マネ（Édouard Manet）の
「笛を吹く少年」（Le Joueur de ﬁ fre）やミュシャのポスター画の他、ワッ
ツ（George Frederic Watts）の「希望」（Hope）などが確認できる。日本
画では、円山応挙の「子犬図」などが見られる。
　『参考畫集』収録画像の傾向を明らかにするため、画面を風景、動物、鳥、
人物、静物、その他に分類し、更に主要モチーフを【表 2】のように分類
して集計した。
　画面の分類としては、風景画（風景写真）、動物画（動物写真）が圧倒的
に多く、次いで人物画（写真）、静物となっている。風景画に分類した中で
一番多く見られたのは、湖畔や川沿いの風景を描いている写実的な洋画で、
次いで多く見られたのは海岸や海原と船が描かれている洋画である。四季
それぞれの森の様子を描いた洋画も多い。日本の風景と特定できるものの
中では、富士山を遠望した写真や絵画が一番多く確認できた。五重塔の遠
望写真や金閣寺の写真など、所謂日本的風景の写真も集められていた。
　動物画のモチーフでは、洋犬が圧倒的に多く、次いでライオン、馬、鹿、
牛、虎のようになっている。58枚の洋犬図はそのほとんどが写真と見まが
うような写実的な絵画で、猟犬の狩りの様子が描かれるものから、戯れる
子犬の図まで様々である。動物画に分類した画像には、横文字のサインや
明治期工芸図案に見る東西交流の一形態 （松原）
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説明書きが確認できるものが多く、ほぼすべてが海外から持ち帰られたも
のであることが分かる。
　その他、鳥に分類した画像には、鶏図の他、インコや水鳥を描いたもの
があった。人物画に分類したのは、西洋の少女や女性のポートレート画像、
裸婦画やキリスト画などである。日本画の美人図も、新聞の付録と書かれ
たものが数枚貼り込まれていた。静物画に分類したものの中には、バラな
どの花を描いたもの、果物や葡萄酒などを描いたものが挙げられ、すべて
西洋起源のものである。
『明治年間刺繍参考畫集』画像と作品の比較
　『参考畫集』中の「参考畫」が実際にどれほど製作に役立てられたのか見
ていく。「参考畫」に欠損が目立ち、それ以上に製作された作品に関する記
録が乏しいため、あくまでも現在把握できる範囲での報告であることをま
ずお断りしておく。その上で、『参考畫集』中の画像と製作された作品の間
【表 2】　『明治年間刺繍参考畫集』画像分類
分類 モチーフ
風景 135
渓流、湖畔 44
海岸、海原 37
森林 25
富士 10
動物 131
洋犬 58
ライオン 14
馬 12
鹿 11
牛 9
虎 4
鳥 20 鶏 5
人物 42 女性 25
静物 26 花 12
その他 14 合計 368
（枚）
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に明確な関係性が認められる例が多数見られたので、それぞれ指摘してい
く。
　まず、現存作品と比較すると、2010年に三の丸尚蔵館で展示された「獅
子之図刺繍屏風」と同構図の画が『参考畫集』中に確認できた。「参考畫」
よりも作品の背景は少し簡素化されているが、雌雄のライオンの様子は全
く同じである。【図 6】イギリス人コレクター、ハリリ（Nasser D. Khalili）
氏のコレクション中13）に見られる刺繍画の図案と思われる山火事図も『参
考畫集』中に収録されている。【図 7 】清水三年坂美術館の「獅子図刺繍
額」も、『参考畫集』中に全く同じ構図の画像が確認できる14）。これら『参
考畫集』中の「参考畫」と同構図の作品は、「参考畫」を図案として製作さ
れた作品であると考えるのが自然だろう。
　次に『参考畫集』と髙島屋史料館旧蔵の貿易部製品写真を比較すると、
13） Joe Earle, SPLENDER of IMPERIAL JAPAN Art of the Meiji Period from the 
Khalili Collection, The Khalili family Trust, London 2002
14） 京都女子大廣田孝氏の指摘による。獅子図刺繍額は、海外からの里帰り作品である。
【図 7】　 上：刺繍参考畫集中のライオン図
下：獅子之図刺繍屏風
宮内庁三の丸尚蔵館
【図 6】　 上：刺繍参考畫集中の山火事図
下：山火事図刺繍額
Khalili Collection
明治期工芸図案に見る東西交流の一形態 （松原）
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「参考畫」と一致する構図の製品写真が多数見つかった。特に動物画のもの
は多く、洋犬、馬、ライオンなどの「参考畫」を、そのまま図案としたと
思われる刺繍作品の写真が多数残されている。風景画に多く見られた、海
岸、海原、森林風景の画面がそのまま構図として用いられた作品の存在も
確認できた。人物画に分類した画面の中では、キリストの図や裸婦画の製
作実態があったこと、そして静物画に分類した画面の中では花や果物の図
がそのまま、または若干簡素化されるなどして図案として用いられていた
ことが確認できた。
　ハーバード・G・ポンティングが1910年にロンドンで出版した日本の工芸
職人に関する著作15）の中には、明治期の刺繍製作の様子写した写真【図 8】
が収録されている。この写真奥に立てかけられているライオン図のような
形で、職人の製作見本として役立てられるように「参考畫」の貸し出しが
行われ、作品が製作されていた可能性が指摘できるのではないかと考えて
いる。
　また、製品写真と「参考畫」を比較していく中で、構図は西洋起源の絵
画をそのまま使用しているのだが、その他の要素において日本的な要素を
付け加えていると考えられる例が見られたのであわせて指摘しておく。具
体的には、額や余白に工夫を凝らすことで
日本風に雰囲気をかえているものが見られ
るのである。『参考畫集』と製品写真を比較
した際に見られた例を挙げると【図 9】の
ように、馬のモチーフ構図は『参考畫集』
中のものそのままを使用し、額は漆のもの
を用い、余白に琳派風と思われる紅葉の枝
もしくは蔓を刺繍で這わすという具合であ
る。琳派の軸にも、余白に草花の絵を描き
15） Herbert G. Ponting, In Lotus-Land Japan, Macmillan and Co, London, 1910
【図 8】　明治期刺繍制作風景
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込んだものは見られるが、これもそうい
った趣向からヒントを得たものなのだろ
うか。他にも、同構図で竹モチーフの額
を用いた作品もある。また、前出【図 6】
の「獅子之図刺繍屏風」も、屏風に加工
されているためか、一見して西洋の絵画
が図案であるとは指摘しにくい。
　しばしば指摘されるように、額装や腰
板付きの四曲屏風という表具形態自体
が、西洋の美術品という概念、西洋風の
室内装飾形態に対応するために多用され
るようになった形態であった。しかし、
漆の額、彫りの入った額や腰木の蒔絵、
螺鈿細工の装飾、鳥居型の衝立といった
加工により、西洋の絵画を図案としなが
らも、一見日本的な作品に仕上がっている作品も少なくない。西洋の絵画
をそのまま構図として採用した刺繍作品も、日本刺繍という技術、そして
応用形態や額の様式などから、西洋において日本趣味に叶うものとして受
け入れられていた可能性も高いと思われる。
　最後に、『参考畫集』の中で「ポール」という分類がなされている画像
と、髙島屋史料館に残るポール兄弟商会の注文品であるという覚書がつい
た 1冊の写真集とを比較してみたが、残念ながら明確な関係性はみとめら
れなかった。この写真集に収録されている製品は、菊などをモチーフとし
た花鳥画図案の窓掛けや壁掛、もしくはベットカバーと思われるものがほ
とんどで、数少ない川辺の風景などの構図の作品も、『参考畫集』中の画像
とぴったり一致するものは発見できなかった。「ポール」分類の画像が具体
的にどのように活かされたのかの考察は今後の課題としたい。
【図 9】　 上：刺繍参考畫集中の馬図
下：貿易部写真集中の馬図
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　第二章では、第一章で見た万国博覧会出品、受賞作に見られるような日
本画の画家の作品を刺繍作品にする一方、『明治年間刺繍参考畫集』に見ら
れるような西洋画や写真からも刺繍図案がとられていたことを指摘してき
た。『参考畫集』内に収録されているすべての画像が図案として使われた訳
ではおそらくないし、「残されている」という事実と使用頻度を単純に合致
させることができる訳でもない。しかし、それらを差し引いて考えても、
多くの西洋起源の図案が日本刺繍作品となって西洋に渡っていったことが
指摘できる。
第三章　 フランス商人注文製作品図案に見る西洋嗜好の摂取傾向
　髙島屋に残る製品写真の中から注文販売によって製作された作品の図案
傾向を分析し、西洋の嗜好の影響に関して考察する。本論では特に「Dara 
Serra商会」への注文販売品の写真が収められている『DS刺繍写真帖 其
一』『DS刺繍写真帖 其二』を中心に分析していきたい。個別の商社の注文
により製作したと思われる製品の写真帖は、他に「ポール兄弟商会」と「ピ
エールオルテット商会」（未詳）のものがあるが、写真帖としてのまとまり
度合いと欠番等の少なさからDSを今回の考察対象とした。
『DS刺繍写真帖 其一』『DS刺繍写真帖 其二』
　『DS刺繍写真帖』は、髙島屋史料館所蔵の製品写真帖であり、其一には
竹田量之助による手書きの覚書が添付されている。【図10】覚書の記載によ
ると、これらが写真帖にまとめられたのは、昭和28年のことであったと考
えられる。
　竹田量之助は、明治期には農商務省の奨学生として洋行を果たし、髙島
屋のリヨン出張所の駐在も努めた、髙島屋貿易部門の重鎮である。覚書に
は、この写真帖は「佛国馬港のDara Serra商會の刺繍注文品に對する写真
帖」（佛国馬港＝フランスのマルセイユ港）であり、この商社はもともとパ
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リでポール兄弟商会から品物を仕入れていたが、直接買い入れを申し込ま
れたのでそれに応じて販売した商品の写真帖であると書かれている。ポー
ル兄弟商会とは、パリで広く東洋趣味の品を取り扱っていた商社16）で、髙
島屋とは横浜の居留地の店舗を通じて取引をしていた。
　写真帖に貼り込まれている刺繍品に関しては、同じく竹田による覚書に、
「明治年間に於る髙島屋の代表作品を網羅せるもの、即ち此れ等の写真集な
り」17）との記載がある。刺繍品製作の時期に関しては、1973年（明治 6年）
のウィーン万国博覧会のころより始まり、日清戦争と第一次世界大戦との
間に一番の隆盛を見、その後順次衰退していったとされている。
　写真帖の 1頁には、ほぼ 4枚の写真が貼り込まれており、写真の多くに
は、「DS○○○」という製品番号と思われる番号が写し込まれている。欠
番も目立つが其一、其二をあわせて「DS 1 」から「DS1274」まで数字が
確認できることから、少なくとも1300弱の商品をDara Serra商会に卸して
いたことが窺える。
　DS写真帖の900番台から1200番台にかけての写真には、製品番号ととも
に1907年（明治40年） 5月から1908年（明治41年）10月までの複数の日付
が書き込まれており、竹田の覚書を裏付ける明治後期の作であることが分
かる。
16） 別冊のポール兄弟商会売却作品の写真帖『YS刺繍写真帖』の竹田による覚書による。
17） 『PO刺繍品写真帖』（髙島屋史料館所蔵）に添付されている同じく竹田量之助直筆
による覚書より。引用箇所は一部現代仮名遣いに変更した。
【図10】　『DS刺繍写真帖 其一』表紙および覚書
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　また、この写真帖は「刺繍写真帖」と銘打たれているが、天鵞絨地に友
禅を施し、所々起毛させ風合いをつけた天鵞絨友禅の作品と思われる写真
も多数収録されている。本章では図案傾向の考察サンプルを確保すること
を優先し、それらもあわせて考察対象とした。
DS写真の図案傾向
　DS写真帖収録の写真全370枚から、DSから始まる番号が写し込まれてい
る作品が398点確認できた。 1枚の写真に 3点から 7点の作品が写し込まれ
ているものがあるため、写真数より作品数が上回っているが、写真帖内の
写真全てにDS番号が付与されていた訳ではない。先にも述べたように、
DS1からDS1274までの番号が見られ、DS1からDS100、800番台、900番
台、1000番台が比較的揃っているのに対して、DS111からDS411枚までの
300枚の欠落、500番代で現存するのは 1枚などの大幅な欠落箇所も見受け
られる。これら398枚の写真画像および形状を分類したのが【表 3 】であ
る。
　風景を描いた画面が200枚と圧倒的に多く、次いで花鳥画、動物画と続
く。その他の中で同様の構図を持った画面としては、闘鶏図が30枚と傑出
して多かった。
　モチーフに関しては、1作 1モチーフに限って抽出した訳ではないので、
重複しているものも多数ある。風景画の中で多く見られる構図としては、
川辺の風景で、川には舟が浮かび、川岸には松、遠景には田舎家屋と鳥居
が描かれ、空には月が浮かんでいるという具合である。【図11】具体的な場
所が特定できるものはほとんどなく、五重塔、寺社、鳥居といった要素は、
ある特定の場所を表わしているというより漠然とした日本の風景として描
かれているという印象である。例外的にはっきり場所が特定できるのは、
金閣と日光東照宮の図で、他にも嵐山の渡月橋ではないかと思われる橋の
図もある。藁葺きの田舎家屋、簡素な小舟、松、灯籠、橋など日本的なモ
チーフが描かれているものが多く、前出の『参考畫集』にあるような、西
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洋的な画面はほとんど見られない。
　風景画図案の作品の形状としては、壁掛が圧倒的に多く、次いで正方形
の小作品（額もしくは袱紗に加工されるものと思われる）や【図11】のよ
【表 3】　DS写真画像および形状分類
分類 モチーフ 形状
風景画 200
松 101 長方形壁掛（合計） 102
川 87 長方形壁掛（加工前） 62
舟 63 長方形壁掛（加工済） 40
田舎家屋 58 正方形小サイズ（額？） 61
富士 16 四曲屏風（加工前） 30
月 15 窓掛け 7
花鳥画 93
菊 66 窓掛け 50
小禽 65 布団？壁掛？ 23
藤 28 長方形壁掛（加工前） 16
桜 11 四曲屏風（加工前） 4
菖蒲 8
動物画 53
ライオン 21 長方形壁掛（合計） 50
虎 17 長方形壁掛（加工前） 19
洋犬 16 長方形壁掛（加工済） 31
鹿 7 四曲屏風（加工前） 3
その他 52
闘鶏図 30 形状合計
風神雷神 6 壁掛（加工前・済含む） 208
人物 6 窓掛け 58
龍（中華風） 5 四曲屏風（加工前） 39
合計 398 写真総数 398
（点）
【図11】　風景画例　四曲屏風（加工前）
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うに四曲屏風用に作られたと思われるものが続く。壁掛の加工前、加工済
の区別は、作品画面の縁に織による縁取りが付けられているものを加工済、
切りっぱなしのものを加工前とした。
　花鳥画図案の作品は、菊、藤、桜、菖蒲、牡丹などの花に、小禽、鷺、
鴨などを組み合わせて描かれたものがほとんどである。その多くが【図12】
のように 2枚 1組になっている窓掛けや、長方形の壁掛もしくはベットリ
ネン（布団）として使用されたと思われる形状をとっている。菊と小禽と
いう組み合わせが圧倒的に多く、藤、桜、アザミ、ユリなどの花は、多く
の場合互いに組み合わされて使用されている。
　動物画図案の作品は、ライオン、虎、洋犬を描いたものが多く、鹿や猪
モチーフも少なくない。ライオンや虎が狩りをしている図や、狩猟犬が獲
物を追いかけている図が多く見られ、狩りという題材が好まれていたこと
が推察できる。他にもゾウとライオンや虎の戦いが描き込まれた図もあっ
た。動物画図案作品の形状は、【図13】のように織で縁取られた長方形の壁
掛として製作されたものが多く見られる。
　その他の画面構成として圧倒的に多かった闘鶏図の作品は、余白の無い
後出【図15】のような賑やかな画面のもので、全て長方形の壁掛と思われ
る形状をとっている。
【図12】　花鳥画例　窓掛け 【図13】　動物画例　壁掛（加工済）
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　他にも、中国の影響を如実に表わす龍の図（後出【図17】）や、風神雷神
を見上げている民衆の様子が描かれていると思われる図、またインド更紗
のデザインとの共通点が指摘できるバラの図（後出【図18】）などが確認で
きた。人物に分類したのは、風景より人が主役と思われるものに限ったた
め 6点と少ないが、風景画中に人が登場するものをあわせると更に多くの
日本髪、着物姿の女性図案が確認できる。変わった図案としては、力士の
土俵入り図などがあった。
　以上見てきたように、DS写真の図案からは、多種多様な図案の作品が製
作されていたこと、その中でも風景画や花鳥画が特に好まれていたことが
指摘できる。『参考畫集』の画面傾向と異なり、一見して西洋の影響を色濃
く写すものはほとんど見受けられない。DS写真の図案傾向からは、むしろ
日本的な風景、日本的な花鳥、画家若冲の作品に通じるような動物という
図案表現が好まれていたことが推測される。
西洋の嗜好の反映
　一見して『参考畫集』とは異なり西洋的な要素はほとんど確認できない
DS写真の図案であるが、やはりそこには、西洋を意識したことによる変化
や、西洋の嗜好を加味した結果と考えられる変化が見受けられる。DS写真
の傾向より、西洋の嗜好の反映と思われる事柄に関して指摘していきたい。
①　日本的モチーフの充
じゅうてん
塡
【例 1】風景画に見る変化：モチーフの転換
　風景画の画面に配されるモチーフは、藁葺きの田舎家屋、簡素な小舟、
松、灯籠、鳥居、橋など、総じて日本的なものが選ばれている。しかし、
川沿いなど水辺の田舎風景といった構図自体やその画面傾向は、『参考畫
集』中に収集されていた西洋画の画面傾向と一致している。すでに、廣田
氏が【図14】の作品を用いて、西洋画の構図はそのままに針葉樹を松に、
西洋風の小屋を日本風の田舎家屋へと置き換えている現象を指摘している
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が、その他の風景画においても構図を西
洋画から参照し、モチーフを日本趣味に
呼応するような形で改変していると思わ
れる事例が散見される。西洋風の田舎家
屋が日本風の田舎家屋に、西洋風の水車
小屋が日本風の藁葺き屋根の水車小屋
に、そして川沿いの樹々が松の梢にとい
ったように、モチーフの転換がなされて
いる。西洋において、室内装飾の画面と
して既視感のある風景画が好まれる一方、
日本的なものを表わすモチーフもまた好
まれていたのだろう。こうした事例は、
西洋を意識して行われた図案改良の一例
であると考えられる。
【例 2】闘鶏図に見る変化：余白の消滅
　闘鶏図とは、【図15】のような鶏 2羽が戦っている図である。画として描
かれる場合、普通はあくまで鶏 2羽が主役
で後は余白とするか、植物を配するか、ま
たは周りに見物人を描くかといった構図が
主流である。しかし、このDS写真に見ら
れる闘鶏図は、何れも鶏の他に様々なモチ
ーフが描き込まれ余白がないという特徴を
示す。『参考畫集』の中には、鶏のみのシン
プルな闘鶏図が見られることから、この余
白のない賑やかな画面は、Dara Serra商会
からのリクエストによるものか、もしくは
輸出用の特別な図案改良の結果生まれたも
【図14】　 上：刺繍参考画集より
下：写真集画像より
【図15】　闘鶏図例
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のではなかったかと考えられる。西洋のタペストリーを見ると、確かに画
面全体が何かの要素で埋められ、織の場合も刺繍の場合も余白の無いもの、
または少ないものが多い。西洋の好みを意識した結果、余白の消滅したこ
のような賑やかな画面が誕生したといえるのではないだろうか。
　画面を構成する要素をみると、小川沿いに垣根、画面下には草原や菊、
画面上には山や松林、富士山や五重塔、または藤の花など、極めて分かり
やすい日本的なモチーフが多数配されている。画面上空の余白は、渦巻き
の繍いで埋めるか、もしくは空模様を総繍いで表わすかし、結果として画
面すべてが埋められている。渦巻きは、金糸の他、太く撚りを掛けた銀を
意識していると思われる灰色の糸によって繍われている18）。金色の渦巻きの
場合は、金屏風を、灰色の渦巻きの場合は銀屏風が意識されていたとも考
えられる。画面全体を刺繍で埋めるということ自体は、鎌倉時代の繍仏な
どに同様の傾向が見られるが、渦巻きという形態は、初出と思われる。
　このように、おそらくは西洋の嗜好を意識した結果として、闘鶏図にお
ける余白の消滅、日本的モチーフの充塡現象が確認できる。
【例 3】「印」の挿入
　DS写真作品には、本来の作者のサインという印の役割から離れた「印」
使いが散見される。【図16】のような「ダラセラ商会」の角印、「美術品」
の丸印がDS900番以降のほとんど全ての作品に、繍印、染印という形で添
付されている。（【図13】右下にも見られる。）これらの印は、単純に製品記
号やラベルとして盛り込まれたというよりは、日本画の印を意識してデザ
インされたものであったのではないかと思われる。他にも明らかに作者の
ものではない署名がデザインとして繍い込まれている作品が確認できる。
【図17】は、DS番号はないが、DS写真帖に貼り込まれていた作品である。
18） 髙島屋に残る刺繍下絵の中に、金糸での渦巻きという指示文が見つけられる。また
灰色の渦巻きについては、イギリスでの調査の際に美術商所有の作品に執筆者自身
が確認した。
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問題の印は、中華風の龍の刺繍図に付与されていたもので、「応挙」の文字
が確認できる。円山応挙を意識して付けられた印なのだろうが、応挙の作
品とは明らかに異なった傾向の作品である。また同じような構図の作品中
に、他にも「景文」「呉春」「文晁」の署名または印が見られる。それぞれ、
江戸中期から後期に活躍した四条派の呉春、松村景文、南画の谷文晁を意
識した印だと考えられるが、全くのでたらめ表記である。
　この一見「印」だと思われるデザインも、西洋の好みを反映させようと
努めたデザイン改良の結果であったと考えられる。
②　菊モチーフの多用
　【表 3】より、様々なモチーフが好んで使用されたことが指摘できるが、
ここでは特に花鳥画図案のモチーフにおいて使用頻度の高かった菊に着目
する。
　花鳥画図案に限らず、花モチーフを図案で使用する際には、菊の使用が
突出して多くなっている。花鳥画において菊はもともと重用されてはきた。
しかし、この執拗なまでの菊モチーフへの偏愛は、やはり近代以前にはみ
られなかった傾向であり、西洋人の好みが加味された結果であると考えら
【図16】　 「ダラセラ商会」角印
「美術品」丸印（いずれも繍印）
【図17】　龍の図（中華風）／応挙繍印
【参考】　景文繍印
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れる。
　明治26年の『美術協会雑誌』には近着の仏国新聞からの記事として、フ
ランス人は菊花を好むことが報道されており19）、それを裏付けるように高島
屋貿易部の他写真帖内には、少しずつ趣を変え墨で描かれた菊モチーフの
刺繍図案が数多く見られる。【図18】明治期京都画壇の重鎮であった幸野楳
嶺20）は、自らも西村總左衛門や飯田新七らの下で刺繍作品の図案を描き、
竹内栖鳳や都路華香など多くの弟子を育て、その弟子たちもまた刺繍の図
案を描いた。幸野楳嶺の残した粉本の中には、菊花 3、 4種をあらわした
ものや、菊と富士や寺社などとの組み合わせを描いたものが多く見らる。
また、草花や動物の名称をわざわざ英語名で併記しているものも確認され
る。こうした粉本は、染織品への下図応用を見据えたもの、もしくは染織
に限らず輸出工芸全般に寄与することを意図したものであったと考えられ
る21）。
　菊モチーフを多用した図案が多くの残されているという事実からは、西
洋の好むモチーフを研究し、その図案を特別に拡充させていったという当
19） 岩田由美子「幸野楳嶺の明治期美術工芸界における先駆的業績について」幸野豊一
『幸野楳嶺』より。
20） 幕末から明治に欠けて活躍した日本画家。はじめは、画家として下図に携わること
に抵抗を感じていたようだが、次第に殖産興業分野での国家への寄与という思想が
芽生えたようで（明治11年の「画学校設立建白書」に顕著）、数々の輸出用下絵粉本
を残した。中でも「楳嶺菊百種」や「亥中之月」は輸出工芸を見据えた図案である
ことが顕著である。幸野豊一『幸野楳嶺』より。
21） 脚注21に同じ。
【図18】　菊もチーフ刺繍図案　髙島屋貿易部写真集に貼り込まれた図案より
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時の染織界の動きが窺えるのである。
③　中国、インドモチーフの使用
　これまで、西洋の影響を受けた図案、西洋の嗜好を加味した日本的図案
に関して考察を行ってきた。ここでは最後に、図案に見る、西洋と日本に
留まらない文化交渉の可能性に関して少し言及していきたい。
　まず、西洋での異国趣味の推移に関して少し触れる。近年出版された研
究報告22）やヴィクトリア＆アルバート美術館における東洋に関する展示に
より指摘されているが、染織製品の使用におい
て、西洋では日本趣味（ジャポニスム）以前に
も、インド更紗（Chintz）の流行や中国趣味の
流行が顕著であった。インド趣味が最盛期を迎
えたのは17世紀で、18世紀には中国趣味がそれ
に取って代わり、19世紀後半から20世紀初頭に
かけては日本趣味が中国趣味を圧倒した。これ
はかなり単純化した図式ではあるが、インド、
中国、日本と次第に東へ東へと異国趣味の流行
が移動していったことが指摘されている。
　DS写真帖内に収録されている写真の図案の中
には、今も西洋に残るインド趣味、中国趣味の
作品と類似したものが見受けられる。【図17】の
ような龍は中国の染織品によく見られるモチー
フであるし、【図19】のような図案化されたバラ
の花模様はインド更紗によく見られるモチーフ
である。こうしたDS注文作品にみる図案は、日
本と中国、日本とインドという直接の関係性か
22） Rosemary Crill, Chintz Indian Textile for the West, V&A Publishing, 2008
【図19】　 上：Chintz
下：DS写真より
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ら輸入された可能性も否定は出来ないが、注文販売の際のリクエストとい
う形で、西洋の嗜好を介して輸入された中国的モチーフ、インド的モチー
フであった可能性が高いといえるのではないだろうか。
　以上見てきたように西洋に残るインドや中国の染織品に類似した作品が、
西洋からの注文製作品として日本で製作されていた事例が確認できた。日
本と西洋という関係性の中で、西洋の嗜好を介した他のアジア地域との文
化交渉がなされていた可能性が指摘できる。
　以上本章では、製品改良、図案改良の過程において、日本的モチーフの
中で（時にはアジア的モチーフも含め）、西洋が好むモチーフを積極的に取
り入れ、多用するということが行われていたことを指摘してきた。美術雑
誌等の記事の他、注文生産の際の学習や万国博覧会での評判などより、こ
うした傾向が生じていたと考えられる。また付け加えて言うならば、写生
的な風景や花鳥画を刺繍の画面として採用するということ自体、明治以前
にはほとんど見られなかった傾向である。こうした作品に見られる様々な
変化には、西洋による直接的な要望に加え、西洋を見据えた日本側の自主
的な変化も作用していたものと思われる。
結語
　人々の往来がまだ少なかった時代に、手工業である刺繍の製作のために
西洋の様々な画像が収集されていた。そうして集められた「参考畫」を分
析することで、明治期に製作された刺繍品のデザインに、西洋の画像が、
直接的または間接的に参照されていたことを示すことが出来たと考える。
従来の近代工芸研究においては、図案への日本画家の参画、「写実的」で
「日本画的」図案の工芸への応用という特徴が指摘されてきた。しかし、こ
うして作り手側に残された図案資料を検証すると、そうした動きとはまた
別に、西洋という市場を理解しようとする姿勢、西洋嗜好への対応を目指
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した臨機応変な製作態度が見えてきた。
　また、染織作品の作り手側に残る注文販売に関連する資料を分析するこ
とで、西洋の嗜好にあわせた図案モチーフの転換や拡充が行われるなど、
西洋の嗜好の反映としての日本的モチーフの多用という現象がおきていた
ことを指摘することが出来た。さらに、西洋と日本との間の文化交渉の過
程で、西洋を介して中国、インドといった他アジア地域のモチーフの受容
が行われていた可能性に関しても言及した。
　本稿では、現存刺繍作品および作り手側に残る製作資料や製品写真にお
ける図案という「図像」を分析することで、イデオロギーや規定の評価と
は異なる視点から、図案に見る東西交流の様相に関して指摘することがで
きたと考える。明治期の刺繍図案製作においては、西洋図案と西洋嗜好の
摂取という形で東西の文化交渉が行われ、日本的なモチーフや中国起源、
西洋起源のモチーフが混ざり合って図案が創られていたのである。
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